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中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
簡
研
究
の
現
状

中
国
の
簡
贖
発
見
史
の
上
で
、　
一
九
七
〇
年
代
は
特
筆
す
べ
き
時
期
で
あ

っ

た
。
す
な
わ
ち
、
先
ず

一
九
七
二
年
に
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆

一
号
墓
で
竹

簡
と
木
簡
あ
わ
せ
て
三
六
〇
枚
が
発
見
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
主
要
な
も
の

を
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
て
も
、
同
じ
年
に
山
東
省
臨
涛
県
銀
雀
山

一
号
墓
と
二
号

基
で
竹
簡
四
九
七
四
枚
が
発
見
さ
れ
、
七
三
年
に
入
る
と
馬
王
堆
三
号
墓
で
竹

簡
と
木
簡
九

一
五
枚
、
湖
北
省
江
陵
県
鳳
凰
山
八
、
九
、　
一
〇
号
墓
か
ら
竹
簡

と
木
簡
四
二
五
枚
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
し
て
七
三
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
は

甘
粛
省

エ
チ
ナ
河
流
域
で

一
万
九
六
三
七
枚
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
以

上
は
い
ず
れ
も
漢
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
翌
七
五
年
に
な
る
と
中
国
で
は
初
め

て
の
秦
代
の
竹
簡

一
二
〇
〇
余
枚
が
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
で
発
見
さ
れ
る
に

至

っ
た
。
そ
の
ほ
か
少
数
の
も
の
を
含
め
る
と
、
こ
の
一
〇
年
間
に
全
国
お
よ

そ
二
〇
余
か
所
で
約
二
万
七
七
〇
〇
余
枚
に
の
ぼ
る
簡
贖
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
中
国
で
そ
れ
以
前
に
発
見
さ
れ
た
簡
贖
の
三
倍
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る

数
量
で
あ
る
。

こ
れ
ら
新
発
見
の
簡
贖
は
、
漢
代
峰
隧
の
遺
姓
で
発
見
さ
れ
た
エ
チ
ナ
河
流

域

（居
延
）
出
土
の
木
簡
を
除
い
て
、
他
は
す
べ
て
墓
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

永

田

正

の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
簡
贖
の
内
容
も
遣
策
や
書
籍
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、

一
九
七
五
年
に
発
見
さ
れ
た
雲
夢
秦
簡
は
、
書
籍
で
も
法
律
関
係
の
内
容
の
も

の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
異
色
の
簡
蹟
と
し
て
目
下
内
外
の
研
究
者
の
間
で
大
き

な
関
心
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
い
わ
い
雲
夢
秦
簡
は
、
そ
の
大
部
分
に
つ
い

て
は
写
真
版
な
ら
び
に
釈
文
も
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
中
国
側
の
研
究
も
か

な
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
今
後
の
研
究
に
そ
な
え
る
た
め

に
、
中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
筒
の
発
掘
整
理
状
況
か
ら
釈
読
、
お
よ
び
研
究
状

況
等
に
つ
い
て
整
理
し
な
が
ら
問
題
点
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お

雲
夢
秦
簡
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
で
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
対
象
を
中
国
の
研
究
に
限
定
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一　

第

一
一
号
秦
墓
の
発
掘
と
秦
簡

大
量
の
秦
簡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
の
墓
中
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
発
掘
概
要
は
、

孝
感
地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班

「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十

一
号



秦
墓
発
掘
簡
報
」
文
物

一
九
七
六
年
六
期

（以
下

「
簡
報
」
Ｌ
略
称
）。

に
み
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

一
九
七
五
年
、
睡
虎
地
で
排
水
濤
の
建
設
工

事
中
に
偶
然
に
木
椰
を
発
見
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
、
発
掘
が
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
全
部
で

一
二
基
の
墓
が
発
見
さ
れ
、
問
題
の
大
量
の
秦
簡
が
発
見

さ
れ
た
の
は
、
こ
の
う
ち
の
第

一
一
号
墓
で
、
同
年

一
二
月

一
八
日
か
ら
二
九

日
に
か
け
て
発
掘
作
業
が
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
墓
は
四

。
一
六
メ
ー
ト
ル

と
三
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
竪
穴
式
上
坑
墓
で

一
棺

一
椰
か
ら
な
り
、
榔
室
の

長
さ
は
三

・
五
二
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
・
七
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

（
上
下
の
榔
板

の
間
）
は

一
・
一
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
棺
は
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
○

。
七

四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
○

。
七
二
メ
ー
ト
ル
で
、
棺
内
に
は
骨
格
だ
け
に
な
っ
た

男
性
の
遺
体
が
あ

っ
た
。
同
墓
の
副
葬
品
と
し
て
は
青
釦
器
、
漆
器
、
陶
器
な

ど
七
〇
余
件
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
棺
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
の
は
、

銅
鏡
と
木
椀
各

一
が
入

っ
た
彩
絵
の
円
い
漆
器
の
化
粧
ケ
ー
ス
、
筆
二
本
、
玉

環
の
ほ
か
は
、
全
て
竹
衝
で
あ

っ
た
。
竹
簡
は
人
骨
の
頭
、
か
ら
だ
の
右
側
、

足
や
腹
な
ど
の
と
こ
ろ
に
八
組
に
分
け
て
き
ち
ん
と
山
づ
み
に
さ
れ
て
お
り
、

少
数
の
竹
簡
が
た
ま
り
水
に
よ
っ
て
移
動
し
て
い
た
り
、
ま
た
足
も
と
に
残
侯

し
た
竹
簡
が
や
や
多
か
っ
た
ほ
か
は
、
大
部
分
の
竹
簡
に
つ
い
て
は
保
存
は
完

全
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
竹
簡
の
長
さ
は
二
三

。
一
ｔ
二
七

。
八
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
○

。
五
ぞ
○

・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
も
と
も
と
上
、

中
、
下
の
三
段
で
編
綴
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
ひ
も
が
腐

っ
て
切
れ
て
し
ま
い
、

順
序
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
下
図
は

「
簡

報
」
に
掲
載
さ
れ
た
竹
簡
の
出
上
位
置
図
で
あ
る
。
図
の
中
の
甲
、
乙
、
丙
、

丁
、
戊
、
己
、
庚
、
申
の
記
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
竹
簡
の
出
を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。

つ
い
で

「
簡
報
」
で
は
竹
簡
を
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

「
簡
報
」
に
先

立
っ
て
、
は
じ
め
て
雲
夢
秦
簡
を
紹
介
し
た
季
勲
氏
の
分
類
と
同
じ
で
あ
る
。

季
勲

「
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
概
述
」
文
物

一
九
七
六
年
五
期

（以
下

「
概
述
」

と
略
称
）。

季
氏
の

「
概
述
」
に
よ
る
と
、
秦
簡
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

①
南
郡
守
騰
文
書
　
　
一
四
枚
　
　
墓
主
の
腹
下
部
で
、
ち
ょ
う
ど
右
手
の

下
に
あ
り
。

①
大
事
記
　
　
五
三
枚
　
　
墓
主
の
頭
の
下
に
あ
り
。

①
第

一
種
秦
律
　
　
約
二

一
〇
余
枚
　
　
墓
主
の
頸
の
右
側
に
あ
り
。
律
文

と
律
文
を
解
釈
し
た
も
の
。

い
第
二
種
秦
律
　
　
約
二
〇
〇
枚
　
　
基
主
の
か
ら
だ
の
右
側
に
あ
り
。
條

文
ご
と
に
末
尾
に
所
属
の
律
の
篇
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
田
律
以
下
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一
八
種
あ
り
。

①
第
三
種
秦
律
　
　
約

一
〇
〇
枚
　
　
墓
主
の
腹
下
部
に
あ
り
。
体
例
は
第

二
種
秦
律
と
似
て
い
る
。
篇
題
が
あ
り
、
そ
の
中
の
敷
律
は
第
二
種
秦

律
の
一
部
と
重
複
し
て
い
る
。

い
秦
治
獄
案
例
　
　
約

一
〇
〇
枚
　
　
墓
主
の
頭
骨
の
右
側
に
あ
り
。
各
條

文
の
最
初
に
小
題
が
あ
り
、
そ
の
数
は
二
〇
余
。

０
論

「
為
吏
之
道
」
の
快
書
　
　
五
〇
枚
　
　
０
と
①
と
と
も
に
墓
主
の
腹

下
部
に
あ
り
。

い

「
日
書
」
な
ど
卜
拡
類
の
書
籍
　
　
枚
数
の
記
載
な
し
　
　
一
種
は
人
骨

の
頭
の
右
、
他
の
一
種
は
人
骨
の
足
下
に
あ
り
。

以
上
は

「
概
述
」
の
分
類
で
あ
る
が
、

「
簡
報
」
の
分
類
も
こ
れ
と
全
く
同

じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

「
簡
報
」
で
は
右
の
よ
う
な
分
類
を
し
な
が
ら
、
ま
た

竹
簡
の
出
上
位
置
図
を
示
し
な
が
ら
、
ど
う
し
た
わ
け
か
両
者
の
関
係
に
つ
い

て
は
全
然
摩
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
墓
主
の
か
ら
だ
の
右
と
い
っ
て

も
図
の
丙
な
の
か
丁
な
の
か
、
或
は
両
者
な
の
か
ど
う
か
。
足
の
下
と
い
う
場

合
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
頭
骨
の
右
と
顕
の
右
は
、
図
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

部
分
に
相
当
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
が
皆
目
わ
か
ら
な
い
。
秦
衝
の
分
類
を

出
上
位
置
図
と
の
関
連
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
別
に
明
示
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ

が
鋏
落
し
て
い
る
の
は
、
た
と
い
簡
報
と
い
え
ど
も
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。

な
お
墓
主
に
つ
い
て
は

「概
述
」

「
簡
報
」
と
も
に
、
０
の
大
事
記
を
根
拠

に
し
て
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
事
記
は
秦
の
昭
王
元
年

（前
三
〇
六
）
か
ら
始
皇
三
〇
年

（前
二

一
七
）
ま
で
の
国
家
的
事
件
の
記
或

と
併
せ
て
喜
、
速
、
恢
、
敢
な
ど
の
人
物
に
つ
い
て
後
世
の
年
譜
の
よ
う
な
記

載
が
あ
り
、
中
で
も
喜
な
る
人
物
の
記
述
が
最
も
詳
し
い
。
彼
は
昭
王
四
〇
年

（前
二
六
二
）
に
生
ま
れ
、
始
皇
三
年

（前
二
四
四
）
に
楡
史
、
同
四
年

（前

二
四
三
）
に
安
陸

（湖
北
省
雲
夢
県
）
御
史
、
同
六
年

（前
二
四

一
）
に
安
陸

令
史
、　
同
七
年

（前
二
四
〇
）

に
郡

（
湖
北
省
宜
城
県
）
令
史
、　
同

一
二
年

（前
二
二
五
）
に
治
獄
郡
と
な
っ
て
い
て
、
大
事
記
は
始
皇
三
〇
年
で
終

っ
て

い
る
。
こ
の
と
き
喜
は
四
六
歳
で
あ
り
、
墓
中
の
人
骨
は
鑑
定
に
よ
る
と
四
〇

余
歳
の
男
性
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
喜
は
法
律
関
係
の
吏
を
歴
任
し
、
竹
簡
中
に

も
秦
律
の
多
い
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
、
墓
主
は
喜
で
、
彼
は
始
皇
三
〇
年
に
死

亡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
定
で
あ
る
。

「
簡
報
」
で
は
、
更
に
始
皇
三

〇
年
に
墓
葬
さ
れ
た
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、
た
と
え
ば
簡
文
中
に
始
皇
帝
の
名

を
諄
避
し
て
漢
の
高
祖
の
名
を
諄
避
し
て
い
な
い
こ
と
、
墓
中
の
陶
器
に

「安

陸
市
亭
」
と
刻
さ
れ
た
文
字
が
秦
の
威
陽

一
帯
で
発
見
さ
れ
た
陶
文
と
似
て
い

る
こ
と
、
七
号
墓
の
棺
室
と
頭
箱
の
間
仕
切
り
の
梁
に

「
五
十

一
年
」
の
刻
書

が
あ
り
、
こ
の
前
後
に
五

一
年
は
昭
裏
王
五

一
年

（前
二
五
六
）
だ
け
で
あ
る

こ
と
、
七
号
墓
か
ら
出
土
し
た
陶
甑
や
漆
の
円
食
、
厄
、
耳
杯
な
ど
が

一
一
号

墓
の
も
の
と
同
型
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

一
一
号
墓
の
墓
葬
形
式
が
同
時
に
発

見
さ
れ
た
他
の
墓
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
。　
一

一
号
墓
の
墓
主
は
喜
で
あ
る
と
し
、
彼
は
始
皇
三
〇
年
に
死
亡
し
た
と
い
う
推



定
は
、
そ
の
後
の
研
究
で
も
変

っ
て
い
な
い
。

一
一　
雲
夢
秦
簡
の
整
理
と
釈
文

と
こ
ろ
で
雲
夢
秦
簡
の
最
初
の
釈
文
は
、　
一
九
七
六
年
に
雲
夢
秦
簡
整
理
小

組
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

雲
夢
秦
簡
整
理
小
組

「
雲
夢
秦
簡
釈
文
⇔
、
０
、
９
」
文
物

一
九
七
六
年
六

期
、
七
期
、
八
期

（
以
下

「
釈
文
」
Ａ
と
略
称
）。

先
ず
秦
簡
の
分
類
と
い
う
点
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

「
釈
文
」
Ａ
は
南
郡

守
騰
文
書
、
大
事
記
、
為
吏
之
道
に
つ
づ
い
て
秦
律
関
係
の
竹
簡
を
五
種
に
分

類
し
て
い
る
。
こ
の
五
種
の
秦
律
を

「概
述
」
の
三
種
と
対
比
し
て
内
容
を
記

す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

一
種
秦
律
　

「概
述
」
の
第
二
種
秦
律
に
あ
た
る
。
田
律
、
厩
苑
律
、
倉

律
、
金
布
律
、
関
市
、
工
律
、
二
人
程
、
均
工
、
得
律
、
司
空
、
置
吏
律
、

敷
、
軍
爵
律
、
偉
食
律
、
行
書
、
内
史
雑
、
尉
雑
、
属
邦
の
順
で
並
べ
ら

れ
て
い
る
。

第
二
種
秦
律

　

「概
述
」
の
第
三
種
秦
律
に
あ
た
る
。
荻
律
が
お
さ
め
ら
れ

て
い
る
。

第
三
種
秦
律

　
「
概
述
」
の
第
三
種
秦
律
に
あ
た
る
。
除
吏
律
、
渉
士
律
、

除
弟
子
律
、
中
労
律
、
蔵
律
、
公
車
司
馬
猟
律
、
牛
羊
課
、
偉
律
、
敦
表

律
、
捕
盗
律
、
成
律
の
順
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
種
秦
律

　
「概
述
」
の
第

一
種
秦
律
に
あ
た
る
。

第
五
種
秦
律

　

「概
述
」
の
治
獄
案
例
に
あ
た
る
。
治
獄
、
訊
獄
、
封
守
、

有
均
、
覆
、
亡
自
出
、
盗
自
告
、
回
捕
、
□
□
、
盗
馬
、
争
牛
、
群
盗
、

奪
首
、
□
回
、
告
臣
、
蘇
妻
、
遷
子
、
告
子
、
病
、
賊
死
、
経
死
、
穴
盗
、

出
子
、
毒
言
、
奸
の
順
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
づ
い
て
公
刊
さ
れ
た
釈
文
に
は
、

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社

一
九
七

七
年
九
月
刊

（
以
下

「
釈
文
」
Ｂ
と
略
称
）。

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社

一
九
七

八
年

一
一
月
刊

（
以
下

「
釈
文
」
Ｃ
と
略
称
）。

が
あ
る
。

「
釈
文
」
Ｂ
に
は
秦
簡
の
写
真
と
釈
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

で
は
大
事
記
を
改
称
し
た
編
年
記
、
南
郡
守
騰
文
書
、
為
吏
之
道
の
ほ
か
、

「
釈
文
」
Ａ
の
五
種
の
秦
律
を
第

一
種
か
ら
順
に
秦
律

一
八
種
、
荻
律
、
秦
律

雑
抄
、
法
律
答
問
、
治
獄
程
式
と
名
づ
け
て
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
秦
律

一
八

種
の
内
訳
は
日
律
、
厩
苑
律
、
倉
律
、
金
布
律
、
関
市
、
工
律
、
工
人
程
、
均

工
、
絡
律
、
司
空
ま
で
は

「
釈
文
」
Ａ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
次
に
軍
爵
律
を
お

き
、
以
下
は
置
吏
律
、
荻
、
偉
食
律
、
行
書
、
内
史
雑
、
尉
雑
、
属
邦
の
よ
う

に
排
列
順
序
を
改
め
て
い
る
。

「釈
文
」
Ｃ
は

「
釈
文
」
Ｂ
の
分
類
と
名
称
を

ほ
と
ん
ど
踏
襲
し
て
い
る
が
、
た
だ
竹
簡
に
標
題
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
名

称
を
用
い
て
、
南
郡
守
騰
文
書
を
語
書
に
、
治
獄
程
式
を
封
診
式
に
そ
れ
ぞ
れ

改
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
種
の

「
釈
文
」
の
分
類
を

「概
述
」
の
分
類
を
基
準
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に
し
て
表
示
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
田
内
の
数
字
は

「
釈
文
」
の
掲
載

順
を
示
す
。

日
書
等

為
吏
之
道

秦
治
獄
案
例

第
三
種
秦
律

第
二
種
秦
律

第

一
種
秦
律

大
事
記

南
郡
守
騰
文
書

概

　

述

⑤
為
吏
之
道

い
第
五
種
秦
律

①
第
二
種
秦
律

岱
第
二
種
秦
律

囲
第

一
種
秦
律

的
第
四
種
秦
律

①
大
事
記

①
南
郡
守
騰
文
書

釈

文

Ａ

い
為
吏
之
道

⑬
治
獄
程
式

囲
敷
律

①
秦
律
雑
抄

①
秦
律

一
八
種

∩
法
律
答
間

①
編
年
記

０
南
郡
守
騰
文
書

釈

文

Ｂ

い
為
吏
之
道

●
封
診
式

い
敷
律

⑪
秦
律
雑
抄

口
秦
律

一
八
種

∩
法
律
答
問

●
編
年
記

〔
〕
立
中董
中
釈

文

Ｃ

右
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

「
釈
文
」
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
も
に
秦
簡
の
分

類
は
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
と

「概
述
」
の
分
類
の
相
違
点
は
、

「概
述
」
の
第

二
種
秦
律
を
荻
律
と
秦
律
雑
抄
の
二
つ
に
分
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「
釈
文
」
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
秦
筒
の
分
類
の
大
わ
く
に
つ
い
て
は
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
細
部
、
と
り
わ
け
秦
律
関
係
の
排
列
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に

は
少
な
か
ら
ざ
る
相
違
が
見
出
さ
れ
る
。
先
ず

「
釈
文
」
Ａ
と

「
釈
文
」
Ｂ
に

つ
い
て
い
え
ば
、
秦
律

一
八
種
中
の
律
の
排
列
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で

に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
た
と
え
ば
律
の
中
の
條
文
の

排
列
を
対
照
し
て
み
る
と
倉
律
、
金
布
律
、
司
空
、
内
史
雑
で
は

「
釈
文
」
Ａ

に
対
し
て

「
釈
文
」
Ｂ
で
は
、
條
文
の
か
な
り
大
幅
な
前
後
の
入
れ
か
え
が
な

さ
れ
て
い
る
。
同
じ
こ
と
は
秦
律
雑
抄
で
も
み
ら
れ
る
。
ま
た

「
釈
文
」
Ｃ
は

「
釈
文
」
Ｂ
を
ほ
と
ん
ど
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
秦
律

一

八
種
中
の
司
空
と
内
史
雑
の
條
文
の
排
列
は

「
釈
文
」
Ｂ
と
は
異
な
る
排
列
に

な

っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
た
最
初
の
釈
文
で
あ
る

「
釈
文
」
Ａ
の
排
列
と
も
具

な
る
排
列
に
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
い
っ
た
い
発
掘
時
点
で
竹
簡
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
状
態
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
の
状
態
を
摩
ま
え
て
竹
簡
を
ど
の
よ
う
な
方

法
で
排
列
整
理
し
た
の
か
、
更
に
い
え
ば

「
釈
文
」
の
排
列
が
果
し
て
信
用
で

き
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
最
も
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
大
き
な
疑
問

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

「
釈
文
」
Ａ
、
Ｂ
と
も
に

一
言

の
説
明
も
な
い
。
た
だ

「釈
文
」
Ｃ
に
部
分
的
に
簡
単
な
説
明
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
秦
律

一
八
種
で
は

「竹
簡
は
す
で
に
散

乱
し
て
お
り
、　
一
八
種
中
の
荻
の
律
と
別
の
敷
律
と
を
対
照
し
た
結
果
、　
一
八

種
中
の
荻
の
律
は
も
と
も
と

一
括
し
て
排
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、　
一
八
種
中
の
他
の
律
の
條
文
も

一
括
方
式
で
排
列
し
た
」
と
あ
り
、

ま
た
法
律
答
間
で
は

「
答
間
の
解
釈
の
範
囲
は
商
執
の
盗
、
賊
、
囚
、
捕
、
雑
、

具
の
六
篇
と
だ
い
た
い
に
お
い
て

一
致
す
る
。
竹
簡
は
す
で
に
散
乱
し
て
い
た

の
で
、
整
理
に
当

っ
て
は
六
篇
の
順
序
で
排
列
し
た
」
と
み
え
、
ま
た
卦
診
式

で
は

「竹
簡
は
す
で
に
散
乱
し
て
お
り
、
現
在
の
排
列
の
順
序
は
主
と
し
て
内



容
に
も
と
づ
き
、
併
せ
て
出
上
位
置
図
を
参
考
に
し
て
試
み
た
。
治
獄
と
訊
獄

は
出
上
位
置
図
に
も
と
づ
い
て
巻
首
に
お
い
た
」
と
説
男
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
明
に
よ
る
と
、
竹
簡
は
か
な
り
ば
ら
ば
ら
の
状
態
で
発
見

さ
れ
、
排
列
整
理
に
当

っ
て
は
主
と
し
て
内
容
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い

こ
と
が
推
察
搭
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
考
古
学
的
な
立
場
か
ら
す
る

検
討
と
配
慮
が
十
分
に
な
さ
れ
た
上
で
の
排
列
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
。
多
少

な
り
と
も
そ
う
し
た
配
慮
の
も
と
に
排
列
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

は
封
診
式
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
場
合
は
実
際
に
は
ど
う
で
あ

っ
た
の
か
。

或
は
ま
た
考
古
学
的
な
検
討
や
配
慮
の
余
地
が
全
く
な
く
、
完
全
に
内
容
を
主

と
し
た
排
列
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
の
際
で
も
排
列
の
根
拠
が
明
示
さ
れ
て

い
る
の
は
秦
律
答
問
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
場
合
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

根
拠
と
基
準
で
排
列
さ
れ
た
の
か
、
等
々
の
疑
間
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
雲
夢
秦
筒
を
研
究
す
る
上
で
根
本
に
か
か
わ
る
重
要
な
点
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
説
粥
が
な
い
と
い
う
の
は
、
は
な
は
だ
納
得
で
き
な
い
。

「
釈
文
」
さ
え
公
刊
す
れ
ば
そ
れ
で
済
む
と
い
う
問
題
で
は
な
い
省
で
あ
る
。

当
事
者
に
あ

っ
て
は
、
何
よ
り
も
先
ず
雲
夢
秦
簡
の
個
々
に
つ
い
て
、
す
み
や

か
に
整
理
経
過
を
公
表
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
説
明
が
な
さ
れ
な
い
か
ざ
り
、

中
国
の

「
釈
文
」
に
み
え
る
特
に
秦
律
関
係
の
律
や
條
文
の
排
列
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
何
の
意
味
も
も
た
な
い
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
十
分
に
注
意

す
べ
き
で
あ
る
。
先
に
、
竹
簡
が
発
見
さ
れ
た
と
き
に
棺
内
で
八
つ
の
山
を
な

し
て
い
た
と
い
う

「
簡
報
」
の
紹
介
に
摩
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
衡
の
出
が
秦

簡
の
分
類
の
何
に
当
る
の
か
と
い
う
説
明
の
な
い
こ
と
に
不
満
の
意
を
表
明
し

て
お
い
た
。
こ
う
し
た
点
を
も
併
せ
て

一
一
号
墓
の
詳
細
な
発
掘
調
査
報
告
書

の
刊
行
を
切
に
望
む
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
秦
簡
の
分
類
お
よ
び
排
列
整
理
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
次
に
は
秦

簡
の
釈
読
の
点
に
つ
い
て
み
る
。
い
ま
秦
簡
の
中
か
ら
秦
律

一
八
種
を
取
り
上

げ
て

「
釈
文
」
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
者
の
釈
読
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
相
違
が
み
ら
れ
る
。

な
お
最
下
段
の
判
定
欄
に
は
写
真
版
を
検
討
し
た
結

果
、
是
と
す
る

「釈
文
」
を
符
号
で
記
し
た
。

工
人 布

″ ″ ｇ
律
陽
苑
律

律
名

入
禾
一否
ム

坂
旦
香
云
云

隷
臣
下
吏
云
云

果
衣
者
云
云

〔栗

一
〕
石
六
斗

一ム
一ム

種
稲
麻
云
云

榊
後
禾
熟
云
云

持
牧
公
馬
牛
云
云

篠

　

文

藉
之
日
某
療
禾

若
千
石

伎
城
旦
勿
将
司

冬
作
為
□
程

冬
入
五
十
五

冬
入
百

一
十

米
九
斗

米
八
斗

禾
夢
畝

一
斗

稲
□
禾
熟

官
厩 釈

文

Ａ

藉
之
日
共
療
禾

若
千
石

佼
城
旦
勿
将
司
程

人
五
十
五

人
百

一
十

九
斗
為
毀
米
八

斗 プ
畝

一
斗

後
禾
熟

釈

文

Ｂ

籍
之
日
腐
禾
若

千
石

使
城
旦
勿
将
司

作
為
矢
程

人
五
十
五

冬
人
百

一 毀
米
八

斗
一
斗
禾
熟

厩 釈

文

Ｃ

B A Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ C

Ｂ

Ｃ

判
定
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こ
の
は
か
に

「釈
文
」
Ｃ
で
は
、

「釈
文
」
Ｂ
の
秦
律

一
八
種
の
写
真
版
の

番
号
で

一
三
三
番
の
釈
文
が

一
行
脱
落
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
公
刊
さ
れ
た

三
つ
の

「
釈
文
」
に
つ
い
て
相
互
に
対
照
し
た
結
果
、
気
づ
い
た
異
同
は
右
の

九
か
所
で
あ
る
。
秦
律

一
八
種
の
字
数
は
お
よ
そ
六
〇
〇
〇
字
前
後
で
あ
る
か

ら
、
三
者
の
異
同
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
厳
密
に
は
雲
夢
秦
簡
す
べ
て
に
わ

た
っ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
だ
い
た
い
の
傾
向
は
類
推
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「釈
文
」
Ａ
の
編
者
は
雲
夢
秦
簡
整
理
小
組
で
あ
り
、
Ｂ
と
Ｃ
は
い
ず
れ
も
睡

虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
整
理
小
組
が
同
じ
も
の
な

の
か
ど
う
か
判
男
し
な
い
し
、
ま
た
Ｃ
以
外
に
つ
い
て
は
参
加
者
の
氏
名
も
わ

か
ら
な
い
が
、
秦
簡
の
釈
読
は

「
釈
文
」
Ａ
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。
秦
簡
の
釈
読
に
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
竹
簡
の

文
字
が
比
較
的
は
っ
き
り
と
し
て
い
て
問
題
と
な
る
文
字
の
少
な
い
こ
と
に
も

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
原
簡
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
中
国

で
の
話
で
あ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
写
真
版
は
今
ひ
と
つ
鮮
粥
さ
を
鋏

い
て
い
て
、
隔
靴
掻
痒
の
感
を
免
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で

「釈
文
」
で
問
題
に
な
る
の
は
、
竹
筒
の
接
続
で
あ
る
。　
一
例
を

あ
げ
れ
ば
、
秦
律

一
八
種
中
の
田
律
の
最
初
に
お
か
れ
て
い
る

「
雨
為
漑
」
の

條
文
の
終
り
の
文
は

「
県
令
郵
行
之
愁
八
月
□
□
之
田
律
」
の
よ
う
に
、
あ
た

か
も

一
衝
の
ご
と
く
釈
読
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
写
真
版
を
見
る
と
、
こ
れ
は

明
ら
か
に

「
県
令
郵
行
之
蓋
八
月
」
と

「
之
　
田
律
」
の
二
枚
の
竹
簡
で
あ
る
。

し
か
も
写
真
版
を
見
る
か
ぎ
り
で
は
、
形
や
大
き
さ
な
ど
か
ら
し
て

一
枚
の
竹

筒
の
中
間
部
分
が
彼
け
て
上
下
だ
け
が
残

っ
た
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
別

の
二
枚
の
竹
筒
の
よ
う
に
さ
え
見
う
け
ら
れ
る
。
中
国
で
は
何
故
こ
れ
を
別
の

二
枚
と
し
な
い
で

一
枚
の
竹
簡
と
し
た
の
か
。　
一
枚
の
竹
簡
で
あ
る
と
み
な
し

た
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ

っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
理
由
が
注
記

さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
原
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、
原
物
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
立
場
に
あ
る
人
の
判
断
を
尊
重

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
そ
れ
だ
け
に
当
事
者
に
あ

っ
て
は
十
分
に
納

得
の
い
く
説
明
を
つ
け
る
だ
け
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に

も
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
疑
間
は
結
局
の
と
こ
ろ
は
竹
簡
の
排
列
整

理
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
の
で
、
こ
れ
以

上
は
か
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。
そ
の
ほ
か

「
釈
文
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、

「
釈

文
」
Ｂ
で
は

一
簡
ご
と
に
区
切
り
が
入

っ
て
い
る
が

「
釈
文
」
Ｃ
に
は
そ
れ
が

な
い
。
こ
の
場
合
も
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が

一
簡
で
あ
る
か
を
明
示
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
簡
贖
研
究
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、　
一
簡
ご
と
に
釈
文
を
並

列
し
た
も
の
の
方
が
よ
り
望
ま
し
い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た

「
釈

文
」
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
も
に
日
書
な
ど
の
卜
笙
関
係
の
書
籍
に
つ
い
て
は
釈
文
が

な
く
、
写
真
版
も
未
発
表
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
は
墓
主
の

頭
と
足
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
置
か
れ
て
い
た
場

所
と
書
籍
の
内
容
と
に
よ
っ
て
或
は
興
味
あ
る
問
題
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
期

待
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
未
発
表
の
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
早
く
公

表
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。



な
お
、
こ
れ
は
釈
文
と
は
直
接
に
は
関
係
な
い
が

「
釈
文
」
Ｃ
に
は
０
編
年

記
か
ら
い
為
吏
之
道
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
解
説
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

竹
簡
の
排
列
整
理
に
関
す
る
部
分
は
先
に
引
用
し
た
の
で
、
そ
の
ほ
か
で
重
要

と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

先
ず
雲
夢
秦
簡
は
、
竹
簡

一
一
五
五
枚
の
ほ
か
に
残
片
八
〇
枚
が
確
認
さ
れ

た
と
い
う
。
①
編
年
記

（
五
三
枚
）
は
上
下
三
段
に
分
け
て
書
か
れ
て
お
り
、

上
段
は
秦
昭
王
元
年
か
ら
五
三
年
ま
で
、
下
段
は
昭
王
五
四
年
か
ら
始
皇
三
〇

年
ま
で
で
あ
る
。
筆
跡
か
ら
み
る
と
、
昭
王
元
年
か
ら
始
皇

一
一
年
ま
で
の
大

事
記
は
だ
い
た
い

一
度
に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。　
一
方
こ
の
期
間
の

墓
主
の
家
族
に
関
す
る
記
載
と
始
皇

一
二
年
以
後
の
記
載
は
筆
跡
が
や
や
粗
雑

で
、
こ
れ
は
そ
の
後
に
つ
づ
い
て
記
入
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る

う
。
①
語
書

（
か
つ
て
南
郡
守
騰
文
書
と
よ
ば
れ
て
い
た
も
の
、　
一
四
枚
）
は
、

始
皇
二
〇
年
四
月
二
日
に
南
郡
の
郡
守
で
あ
る
騰
が
郡
下
の
県
や
道
の
吏
に
下

し
た
告
文
で
あ
る
。
標
題
の
語
書
の
文
字
は
最
後
の
簡
の
背
面
に
書
か
れ
て
い

る
。　
一
四
枚
の
簡
の
長
さ
と
筆
跡
は
同
じ
で
あ
る
が
、
前
段
と
後
段
の
二
つ
に

分
か
れ
、
後
段
の
六
枚
は
簡
頭
の
ひ
も
の
痕
跡
が
前
段
八
枚
の
位
置
よ
り
も
下

に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
も
と
も
と
別
た
に
編
綴
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
し

か
し
後
段
の
内
容
は
前
段
と
相
い
通
じ
て
お
り
、
前
段
の
附
属
文
書
と
み
な
さ

れ
る
。
①
秦
律

一
八
種

（
二
〇

一
枚
）
は
律
の
條
文
ご
と
に
、
條
文
の
末
尾
に

律
名
ま
た
は
律
名
の
略
称
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
出
上
し
た
荻
律
と

一
八

種
中
の
各
種
法
律
の
條
文
の
数
量
を
対
照
し
て
み
る
と
、　
一
八
種
中
の
律
文
は

一
八
種
類
の
律
の
全
文
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
必
要
に
応
じ
て

一
八
種

類
の
秦
律
の
中
か
ら

一
部
分
を
抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
敷
律

（
六
〇
枚
）

は
、
秦
律
雑
抄
と
語
書
と
と
も
に
墓
主
の
人
骨
の
腹
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
敷

律
と
秦
律
雑
抄
は
、　
一
簡
の
長
さ
は
や
や
異
な
る
が
書
体
か
ら
み
て
同

一
人
の

手
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
第

一
簡
の
背
面
に
数
と
い
う
標
題
が
あ
り
い
こ
れ
は

首
尾
完
全
な
律
文
で
あ
る
。
秦
律

一
八
種
中
に
も
数
が
あ
り
、
相
互
に
対
照
す

る
と
、　
一
八
種
中
の
荻
の
律
は
数
律
の
中
の
一
部
分
を
摘
録
し
た
も
の
で
あ

っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑭
秦
律
雑
抄

（
四
二
枚
）
は
律
の
各
條
文
に
律
名
の
記
載

の
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
必
要
に
も
と
づ
い
て
秦
律

中
か
ら

一
部
の
律
文
を
摘
録
し
た
も
の
で
、
そ
の
際
に
律
文
を
簡
略
し
た
り
省

略
し
た
り
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
ら
し
く
、
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

秦
律
雑
抄
に
は

一
一
の
律
の
名
が
み
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
除
吏
律
が
秦
律

一

八
種
の
中
の
置
吏
律
と
篤
称
が
似
て
い
る
以
外
は
、
秦
律

一
八
種
と
重
複
す
る

も
の
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
秦
律
は
種
類
が
非
常
に
多
く
、　
一
一
号
墓
で
発
見

さ
れ
た
秦
律
は
そ
の
中
の
ご
く

一
部
分
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

岱
法
律
答
問

（
二

一
〇
枚
）
は
、
秦
律
の
中
の
或
る
種
の
條
文
や
術
語
お
よ
び

律
文
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
な
ど
に
つ
い
て
間
答
形
式
で
解
釈
を
与
え
た
も
の
で
、

全
部
で

一
八
七
條
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
法
律
答
間
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
そ

の
解
釈
の
中
心
は
刑
法
で
あ
る
。
商
狭
は
李
怪
の

『
法
経
』
に
も
と
づ
い
て
盗
、

賊
、
囚
、
補
、
雑
、
具
の
六
篇
を
制
定
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
答
間
の
解
釈
の

範
囲
も
こ
の
六
篇
と
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
。
①
封
診
式

（
か
つ
て
治
獄
案
例
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と
よ
ば
れ
て
い
た
も
の
、
九
八
枚
）
は
、
日
書
甲
種
と
と
も
に
墓
主
の
頭
部
の

右
側
で
発
見
さ
れ
た
。
標
題
の
封
診
式
の
文
字
は
、
最
後
の
簡
の
背
面
に
記
さ

れ
て
い
た
。
全
部
で
二
五
節
か
ら
な
り
、
各
節
の
最
初
の
簡
の
簡
頭
に
小
標
題

が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
官
吏
に
対
す
る
事
件
の
審
理
の
要
求
に
は
じ
ま

り
、
事
件
を
処
理
す
る
際
の
調
査
、
験
証
、
取
調
べ
等
々
の
手
続
に
関
す
る
文

書
様
式
集
で
、
そ
の
中
に
は
類
例
も
示
さ
れ
て
お
り
、
関
係
の
官
吏
の
勉
強
や

事
件
を
処
理
す
る
際
の
参
考
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
為
吏
之
道

（
五

一

枚
）
は
、
上
下
五
段
に
分
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
仔
細
に
観
察
す
る
と
、
毎

段
の
各
行
の
文
字
の
上
端
に
鋭
利
な
刀
で
横
線
が
刻
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
先
ず
竹
簡
が
編
綴
さ
れ
、
そ
の
後
に
分
段
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
簡
文
中
の

「
除
害
興
利
」
の

一
節

（写
真
版
で
第
五
〇
簡
の
二
段
か
ら

第
四
六
簡
の
三
段
ま
で
）
は
、
四
字
句
で
構
成
さ
れ
、
中
に
官
吏
の
常
用
語
が

多
く
、
ま
た
文
意
の
通
じ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
は
吏
に
な
る
者
が
字
を

お
ぼ
え
る
た
め
の
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
第

五
段
に
韻
文
八
首
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
相
す
な
わ
ち
当
時
の
農
民
の
米
つ
き

歌
の
曲
調
に
属
す
る
も
の
で
、
『
筍
子
』
の
成
相
篇
に
類
似
し
て
い
る
。そ
の
ほ

か

『
礼
記
』
『
大
戴
礼
記
』
『
説
苑
』
等
と
同
じ
部
分
も
あ
る
。
第
五
段
の
末
尾

に
魏
の
律
二
條
が
附
載
さ
れ
て
い
る
。
魏
の
安
査
王
二
五
年
（前
二
五
三
）
に
公

布
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
律
の
内
容
は

「
候
関
逆
旅
、
贅
婿
後
父
」
と

「率
民
不
作
、

不
治
室
屋
」
の
民
を
厳
し
く
取
締
る
も
の
で
、
そ
の
精
神
は
秦
の
法
に
近
く
、

そ
う
し
た
関
係
か
ら
こ
こ
に
抄
録
さ
れ
て
参
考
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
は

「
釈
文
」
Ｃ
に
見
え
る
雲
夢
秦
簡
の
解
説
の
要
点
で
あ
る
。
中
国
の

専
門
家
を
集
め
た
睡
虎
地
秦
墓
竹
筒
整
理
小
組
の
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、

傾
聴
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
参
考
に
な
る
。

〓
一　
雲
夢
秦
簡

の
研
究

中
国
で
発
表
さ
れ
た
雲
夢
秦
簡
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
わ
れ
わ
が
入
手
し
得

る
主
と
し
て

「文
物
」
「
考
古
」
「考
古
学
報
」
な
ど
の
中
国
の
専
門
誌
の
中
か

ら
ひ
ろ
い
あ
げ
て
み
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

田
昌
五

「
秦
国
法
家
路
縫
的
凱
歌
―
―
読
雲
夢
出
土
秦
簡
札
記
―
―
」

文

物
　
一
九
七
六
年

一
期
。

呉
樹
平

「《
秦
律
》
是
新
興
地
主
階
級
反
復
辟
的
鋭
利
武
器
」

文
物
　
一

九
七
六
年
六
期
。

上
海
市
重
型
機
械
製
造
公
司
二
人
歴
史
研
究
小
組

「
従
雲
夢
秦
簡
《
大
事
記

》
看
秦
統

一
六
国
和
反
復
鮮
闘
争
」

文
物
　
一
九
七
六
年
七
期
。

林
甘
泉

「
秦
律
与
秦
朝
的
法
家
路
綾
―
読
雲
夢
出
土
的
秦
簡
―
」

文
物

一
九
七
六
年
七
期
。

北
京
新
華
印
刷
廠
活
版
車
間
二
人
理
論
組
、
中
国
科
学
廃
歴
史
研
究
所
《
中

国
史
稿
》
編
写
組

「
雲
夢
秦
簡
―
秦
始
皇
豊
固
新
興
地
主
階
級
専
政
的
重

要
歴
史
見
証
―
」

文
物
　
一
九
七
六
年
八
期
。

孝
感
地
区
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
互

「古
為
今
用
、
深
入
批
郵
―
孝
感
地



区
工
農
兵
読
部
分
秦
簡
筆
談
―
」

文
物
　
一
九
七
六
年
九
期
。

北
京
第
二
機
床
廠
二
人
理
論
組
歴
史
小
組
　
法
学
研
究
所
華
志
石

「

撃
復
辟
派
的
戦
闘
激
文
―
読
《
南
郡
守
騰
文
書
》
―
」
　
考
古

六
年
五
期
。

吉
林
大
学
考
古
専
業
紀
南
城
開
門
排
学
分
隊

「
《
南
郡
守
騰
文
書
》
和
秦
的

反
復
辟
闘
争
」

考
古
　
一
九
七
六
年
五
期
。

石
言

「
《
南
郡
守
騰
文
書
》
与
秦
的
法
治
路
縫
」
　
歴
史
研
究
　
一
九
七
六

年
三
期
。

呉
樹
平

「
秦
代
社
会
的
階
級
和
階
級
関
係
―
読
雲
夢
秦
簡
札
記
之

一
―
」

文
物
　
一
九
七
七
年
七
期
。

高
恒

「秦
律
中

″
隷
臣
妾
″
問
題
的
探
討
―
兼
批
判
四
人
藉
的
法
家

″
愛
人

民
″
的
謬
論
―
」

文
物
　
一
九
七
七
年
七
期
。

唐
賓
功

「従
雲
夢
秦
街
看
秦
代
社
会
的
主
要
矛
盾
」
　

歴
史
研
究
　
一
九
七

七
年
五
期
。

呉
栄
曽

「
論
秦
律
的
階
級
本
質
―
読
雲
夢
秦
律
札
記
―
」
　

歴
史
研
究
　
一

九
七
七
年
五
期
。

黄
盛
葦

「
雲
夢
秦
簡
《
編
年
記
》
初
歩
研
究
」

考
古
学
報
　
一
九
七
七
年

一
期

（黄
氏
の
第

一
論
文
と
略
称
）。

呉
白
陶

「
従
出
土
秦
簡
畠
書
看
秦
漢
早
期
隷
書
」

文
物

一
九
七
八
年
二
期
。

鄭
実

「者
夫
考
―
読
雲
夢
秦
簡
札
記
―
」
　
文
物
　
一
九
七
八
年
二
期
。

劉
海
年

「
秦
漢

〃
士
伍
″
的
身
け
与
階
級
地
位
」

文
物
　
一
九
七
八
年
二
期
。

呉
栄
曽

「
従
秦
簡
看
秦
国
商
品
貨
幣
関
係
発
展
状
況
」

文
物
　
一
九
七
八
年
五
期
。

黄
盛
薄

「
雲
夢
秦
簡
界
正
」
　

考
古
学
報
　
一
九
七
九
年

一
期

（黄
氏
の
第

二
論
文
と
略
称
）。

高
敏

『
雲
夢
秦
筒
初
探
』
　

河
南
人
民
出
版
社
　
一
九
七
九
年
。

責
展
岳

「
雲
夢
秦
律
簡
論
」
　
考
古
学
報
　
一
九
八
〇
年

一
期
。

中
国
研
究
者
の
雲
夢
秦
簡
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
れ
以
外
に
も
中
国
の
各

大
学
の
学
報
等
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
右
に

あ
げ
た
論
文
の
中
に
引
用
さ
れ
た
り
し
て
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ

で
は
未
見
の
論
文
は
省
略
し
た
。
と
こ
ろ
で
右
の
中
国
の
研
究
を

一
覧
し
て
気

づ
く
こ
と
は
、
雲
夢
秦
簡
が
発
見
さ
れ
た

一
九
七
五
年
と
い
う
年
は
、
た
ま
た

ま
秦
の
法
家
路
線
を
評
価
し
支
持
す
る
四
人
組
支
配
の
時
期
で
あ

っ
た
た
め
に
、

一
九
七
六
年
代
に
発
表
さ
れ
た
論
文
は
当
時
の
風
剃
に
迎
合
す
る
も
の
が
多
く

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

一
九
七
六
年

一
〇
月
に
四
人
組
が
追
放
さ

れ
る
と
、
そ
れ
以
後
は

一
転
し
て
四
人
組
時
代
の
研
究
を
批
判
し
た
も
の
が
多

く
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
、

倉
越

「
斥

″
四
人
藉
〃
在
秦
代
史
上
的
反
動
謬
論
」

考
古
　
一
九
七
八
年

三
期
。

は
四
人
組
時
代
の
研
究
全
般
に
わ
た
っ
て
批
判
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
雲
夢

秦
簡
は
、
発
見
の
当
初
か
ら
政
治
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
登
場
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
よ
う
や
く
秦
簡
の

九 篇
七 反
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示
す
と
こ
ろ
に
し
た
が

っ
て
、
先
ず
内
容
の
事
実
を
究
明
し
よ
う
と
い
う
傾
向

が
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
黄
盛
章

氏
の
研
究
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
黄
盛
章
氏
の
研
究
に
焦
点
を
す
え

て
、
中
国
の
雲
夢
秦
簡
研
究
の
現
状
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

黄
盛
奪
氏
に
は
二
つ
の
論
文
が
あ
る
。
そ
の
一
つ

「
雲
夢
秦
簡
《
編
年
記
》

初
歩
研
究
」
は
、
題
日
の
と
お
り
雲
夢
秦
簡
中
の
主
と
し
て
編
年
記
を
取
り
上

げ
て
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず

『
史
記
』
な
ど
の
史
書
と
対
照
し
な
が
ら

編
年
記
に
み
え
る
　
⇔
地
名
の
考
証
、
０
年
代
の
考
証
が
あ
り
、
と
く
に
年
代

に
関
し
て
秦
と
三
晋
、
楚
、
斉
な
ど
の
諸
国
と
の
間
で
相
違
が
み
ら
れ
る
の
は

周
正
や
夏
正
の
使
用
に
よ
っ
て
生
じ
る
暦
法
上
の
問
題
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
Θ
戦
争
以
外
の
史
実
で
史
書
に
見
え
な
い
も
の
と
し
て
、
疱
碓
の
死
は
王

稽
の
誅
殺
と
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
、
秦
が
滅
ば
し
た
韓
や
楚
の
国
の
残
党
勢
力

の
反
抗
の
事
実
、
お
よ
び
始
皇
二
八
年

（前
二

一
九
）
の
東
方
巡
幸
の
際
の
帰

路
の
道
順
な
ど
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
い
秦
の
制
度
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、

①

４
籍
と
占
年
、
②
兵
役
制
度
、
③
地
方
官
制
、
④
暦
法
紀
時
の
制
度
に
つ
い

て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
①
は
編
年
記
に

「
今
元
年
喜
偉
」

と

「
十
六
年
自
占

年
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
先
ず
博
は
博
籍
す
な
わ
ち
箸
籍
に
つ
け
る
こ
と
で
、

一
般
に
終
役
の
ほ
か
、
兵
役
義
務
や
賦
の
徴
収
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

秦
で
兵
役
に
服
す
る
年
齢
は
、
早
い
も
の
で

一
五
歳
で
あ

っ
た
。
墓
主
の
喜
は

満

一
六
歳
で
博
さ
れ
て
い
る
か
ら
、　
一
五
歳
で
俸
す
と
い
う
の
が
秦
の
規
定
で

あ

っ
た
。
湊
で
は
兵
役
義
務
年
齢
を
二
三
歳
と
下
げ
て
い
る
が
、
賦
の
徴
収
を

一
五
歳
か
ら
と
し
て
い
る
の
は
秦
の
制
度
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。
博
籍
の

後
は
戸
口
調
査
が
行
わ
れ
、
年
齢
の
ほ
か
に
疾
病
や
身
体
の
状
態
を
申
告
す
る
。

こ
れ
が
編
年
記
の

「
自
占
年
」
で
、
始
皇
帝
が
統

一
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に

と
ら
れ
た
重
要
な
準
備
措
置
で
あ

っ
た
。
②
兵
役
制
度
に
つ
い
て
、
墓
主
の
喜

は
三
度
従
軍
し
て
い
る
。
最
初
の
従
軍
は
博
籍
の

一
年
後
で
、
こ
の
こ
と
は
博

籍
と
兵
役
と
密
接
な
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
回
、

第
二
回
の
従
軍
は
い
ず
れ
も
吏
と
な
っ
た
後
の
こ
と
で
、
兵
役
は
庶
人
だ
け
で

は
な
く
下
級
の
官
吏
に
も
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
兵
役
に
服
す
る
期
間
は
戦
争
し

だ
い
で
、
戦
が
終
れ
ば
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
③
地
方
官
制
に
つ
い
て
、
墓
主

の
歴
任
し
た
官
職
は
、
楡
史
―
―
安
陸
□
史
―
―
安
陸
令
史
―
―
郡
令
史
―
―

治
獄
部
で
あ
る
。
令
史
は
県
令
の
事
務
を
担
当
す
る
も
の
で
、
他
の
史
よ
り
も

地
位
は
高
い
。
治
獄
は
令
史
の
上
で
、
獄
縁

（
百
石
の
吏
）
に
相
当
す
る
。
□

史
は
稼
の
下
の
吏
で
あ
ろ
う
。
秦
代
に
官
吏
と
な
る
途
は
、
考
試
と
推
挙
を
除

け
ば
軍
功
で
あ
る
。
墓
主
は
三
年
の
巻
軍
の
後
に
楡

（楡
関
）
史
と
な
り
、
四

年
の
□
軍
の
後
に
安
陸
□
史
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
軍
功
と
関
係

が
あ

っ
た
。
④
暦
法
紀
時
の
制
度
に
つ
い
て
、
秦
の
始
皇
帝
は
版
項
暦
を
用
い

て

一
〇
月
を
歳
首
と
し
た
が
、
編
年
記
に
よ
る
と
昭
王
時
代
に
も
頴
項
暦
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
商
狭
の
と
き
に
は
ま
だ
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

秦
に
お
け
る
頴
項
暦
使
用
の
始
ま
り
は
孝
公
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
秦
の

時
分
法
は
、
少
な
く
と
も
漢
初
と
同
じ

一
八
時
分
が
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
す

る
。
そ
し
て
最
後
に
、
編
年
記
の
記
事
や
紀
年
と

『
史
記
』
の
そ
れ
と
の
異
同



を
比
較
検
討
し
た
異
同
比
較
表
と
、
編
年
記
に
み
え
る
秦
が
攻
撃
し
た
城
邑
の

国
別
と
位
置
の
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

秦
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
戦
国
史
を
研
究
す
る
際
の
主
要
な
史
書
は
、
い
う
ま

で
も
な
く

『
史
記
』
で
あ
る
。
た
だ

『
史
記
』
も
史
実
や
年
代
等
の
記
載
に
お

い
て
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ず
、
か
つ
て
は
晋
代
に
戦
国
墓
か
ら
発
見
さ
れ

た
と
い
わ
れ
る

『
竹
書
紀
年
』
に
よ
っ
て
そ
の
補
充
や
訂
正
が
な
さ
れ
て
き
た
。

新
出
の
編
年
記
は
年
代
的
に
は

『
竹
書
紀
年
』
と

一
部
重
複
し
な
が
ら
そ
の
後

に
接
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

一
等
史
料
と
し
て
編
年
記
の
も
つ
史
料
的

価
値
と
意
義
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
黄
氏
の
第

一
論
文
は
、
こ
の
編
年
記
の

も
つ
史
料
的
価
値
を
十
分
に
活
用
し
た
研
究
で
あ
り
、
編
年
記
の
み
に
限
定
し

て
い
え
ば
、
引
き
出
し
得
る
問
題
点
は
ほ
と
ん
ど
網
羅
さ
れ
た
か
の
ご
と
き
感

じ
さ
え
す
る
。
ま
た

『
史
記
』
と
編
年
記
と
の
比
較
異
同
表
は
、
た
い
へ
ん
参

考
に
な
る
。
責
氏
に
よ
れ
ば
、

『
史
記
』
と
編
年
記
と
の
異
同
を
検
討
し
た
結

果
、
編
年
記
の
記
或
で

『
史
記
』
と
同
じ
も
の
は
約
五
分
の
三
を
占
め
、
残
り

の
約
五
分
の
二
は
①

『
史
記
』
に
記
載
の
な
い
も
の
、
②

『
史
記
』
の
中
に
矛

盾
し
た
記
載
が
あ

っ
て
編
年
記
と
同
じ
で
あ

っ
た
り
そ
う
で
な
か
っ
た
り
す
る

も
の
、
そ
し
て
③

『
史
記
』
の
記
載
と
異
な
る
も
の
の
三
種
で
あ
る
と
い
う
。

編
年
記
の
記
載
を
中
心
に
以
上
の
黄
氏
の
よ
う
な
研
究
に
類
似
し
た
研
究
は
、

他
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
敏
氏
の
著
書
の
中
の

「
関
子
秦
時
服
役
者
年
齢

問
題
探
討
」
と
か

「秦
簡

《
大
事
記
》
与

《
史
記
》
」

な
ど
の
篇
が
そ
れ
に

該
当
す
る
が
、
高
氏
の
編
年
記
に
つ
い
て
の
研
究
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
編
年

記
の
性
格
お
よ
び
筆
者
に
つ
い
て
考
察
し
た

「
《
大
事
記
》
的
性
質
与
作
者
質

疑
」
の

正
属
で
あ
る
。

編
年
記
の
性
格
に
つ
い
て
は

「概
述
」
や

「
筒
報
」
い
ら
い
、
こ
れ
を
後
世

の
年
譜
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
高
氏
は
、

墓
主
の
年
譜
と
は
考
え
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
編
年
記
が
墓
主
の
生
ま
れ
る

ず

っ
と
以
前
の
昭
王
元
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
墓
主
の
生
ま
れ
た

昭
王
四
五
年
以
前
は
全
て
秦
の
軍
政
大
事
記
ば
か
り
で
記
事
が
簡
略
で
あ
る
の

に
、
以
後
に
な
る
と
大
事
記
の
他
に
墓
主
や
家
族
の
こ
と
に
わ
た
っ
て
記
事
が

詳
細
に
な
り
、
し
か
も
そ
れ
が
時
に
は
軍
政
大
事
記
の
前
に
書
か
れ
た
り
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
拳
げ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
編
年
記
は
、
墓
主
の
生
年
を

境
に
し
て
前
半
は
大
事
年
表
、
後
半
は
墓
主
の
年
譜
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
全

体
と
し
て
は
年
譜
で
は
な
く
、
後
世
の
家
譜
と
墓
誌
の
合
体
し
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
。
部
分
的
に
は
議
論
の
余
地
は
あ

っ
て
も
、
編
年
記
を
後
世
の
墓
誌
的

性
格
を
も
つ
も
の
と
す
る
結
論
は
、
そ
れ
が
墓
主
の
頭
の
下
か
ら
発
見
さ
れ
た

こ
と
と
考
え
あ
わ
せ
て
も
、
妥
当
な
理
解
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
編
年
記

の
筆
者
に
つ
い
て
は
、　
こ
れ
を
墓
主
の
父
で
あ
る
と
す
る
陳
直
氏
の
説

（同

「
略
論
雲
夢
秦
簡
」
西
北
大
学
学
報

一
九
七
七
年

一
期
）
を
否
定
し
て
、
墓
主

の
弟
か
同
族
兄
弟
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
高
氏
が
引
用
す
る
陳

直
氏
の
論
拠
に
は
無
理
が
あ
り
、
ま
た
編
年
記
の
始
皇

一
六
年
の
條
に

「
七
月

丁
巳
、
公
終
」
と
あ
る
公
は
墓
主
の
父
親
の
こ
と
で
、
こ
の
年
に
父
は
死
亡
し

た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
陳
直
氏
の
父
親
説
は
成
立
し
難
い
。
編
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年
記
の
筆
者
の
問
題
は
、
雲
夢
秦
衛
と
り
わ
け
竹
筒
秦
律
の
筆
者
の
問
題
と
も

関
連
し
て
関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
編
年
記
の
筆
者
が
、
高
氏
の
推
測
す

る
よ
う
に
墓
主
の
弟
か
同
族
兄
弟
で
あ

っ
た
か
は
定
か
で
な
く
、
ま
た
筆
跡
か

ら
み
て
筆
者
が

一
人
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
も
な
お
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
墓

誌
的
性
格
を
も
つ
こ
と
か
ら
推
し
て
墓
主
の
書
い
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
え

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
雲
夢
秦
簡
の
中
で
研
究
者
の
注
目
の
的
は
、
何
と
い
っ
て
も
大
量
の

秦
律
関
係
の
竹
簡
で
あ
る
。
貢
盛
蜂
氏
の
第
二
論
文

「
雲
夢
秦
簡
排
正
」
は
、

為
克
之
道
、
南
郡
等
騰
文
書
、
編
年
記
等
に
も
論
及
し
て
い
る
が
、
秦
律
に
よ

り
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
黄
氏
の
竹
衛
秦
律
の
研
究
か
ら
み

て
み
よ
う
。

黄
氏
は
、
整
理
小
組
の
五
種
の
秦
律
は
実
際
に
は
三
類
で
あ
る
と
す
る
。
す

な
わ
ち
秦
律

一
八
種
、
敷
律
、
秦
律
雑
抄
の
三
種
を

一
類
と
し
て
∧
秦
律
∨
と

よ
び
、
法
律
答
間
は
漢
代
の
律
説
で
こ
れ
を

一
類
と
し
て
∧
秦
律
説
∨
と
名
づ

け
、
治
獄
程
式
を
治
獄
∧
灸
書
∨
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
三
類
の
竹
簡
秦
律

に
つ
い
て
０
年
代
、
①
性
格
、
０
淵
源
に
わ
た
っ
て
論
述
し
て
い
る
。
先
ず
、

⇔
年
代
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
∧
秦
律
∨
の
場
合
、
年
代
を
判
定

す
る
材
料
と
し
て
①
置
吏
律
の
一
二
郡
の
語
か
ら
昭
王
の
晩
期
と
知
れ
る
こ
と
、

②
工
律
、
内
史
雑
、
厩
苑
律
を
は
じ
め
荻
律
で
は
正
の
字
を
諄
避
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
始
皇
帝
以
前
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
渉
士
律
の
規
定

は
渉
士
の
盛
行
時
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
下
限
は
秦
の
統

一
以
前
で
あ
る
こ
と
、

④
敦
表
律
は
秦
が
六
国
と
戦
い
城
を
攻
め
る
こ
と
の
多
か
っ
た
時
期
の
も
の
で

昭
王
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
∧
秦
律
∨
の
中
に
も
前
後

が
あ
り
、
た
と
え
ば
秦
律

一
八
種
中
の
置
吏
律
と
秦
律
雑
抄
中
の
除
吏
律
は
明

ら
か
に
別
々
の
時
期
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
名
称
は
異
な
る
が
実
際

は
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
秦
律

一
八
種
中
の
数
の
律
と
敷
律
は
部
分
的

に
は
同
じ
で
あ
る
が
荻
律
の
方
が
律
文
が
多
い
の
は
後
に
な
っ
て
増
加
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
∧
秦
律
∨
の
年
代
と
し
て
秦
律

一
八
種
と

荻
律
は
昭
王
時
代
に
属
し
、
秦
律
雑
抄
は
昭
王
時
代
が
最
も
か
さ
わ
し
く
、
全

体
と
し
て
は
年
代
の
下
限
を
昭
王
晩
期
と
み
る
。
次
に
∧
秦
律
説
∨
の
年
代
に

つ
い
て
は
、
①
律
の
二
つ
の
條
文
に
公
の
称
号
の
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
は
秦
が

王
を
称
す
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②

「何
謂
旬
人
」
の
一
條
は
恵
文
王

時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③
∧
秦
律
説
∨
中
に
み
え
る
王
室
祠
、
王
犬
、
諸

侯
客
、
使
諸
侯
、
秦
人
使
、
秦
と
夏
、
邦
亡
な
ど
の
語
は
い
ず
れ
も
戦
国
時
代

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、
律
文
の
早
い
も
の
は
商
狭
時
代
ま
で
さ
か
の
ば

り
得
る
と
す
る
。
し
か
し
∧
秦
律
説
∨
二
〇
〇
余
簡
中
に
は
正
の
字
が
見
え
ず
、

郷
吏
を
里
典
と
称
し
て
い
る
の
は
始
皇
帝
の
名
を
諄
避
し
た
も
の
で
、
少
な
く

と
も
始
皇
時
代
に
抄
写
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
始
皇
初
年
時
の
解
説
も
入
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
下
限
は
秦
の
統

一
以
前
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
で
も
律

文
は
解
説
よ
り
も
早
く
、
そ
の
年
代
は
始
皇
以
前
に
ち
が
い
な
い
と
す
る
。
治

獄
∧
愛
書
∨
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
①
亡
自
出
の
灸
書
の
絶
対
年
代
は
始
皇
四

年
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
封
守
、
属
、
経
死
等
の
後
書
に
は
里
典
の
宅
称
が
見
え



る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
亡
自
出
の
灸
書
と
同
時
期
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
②
奪
首
の
灸
書
に
見
え
る
邪
丘
城
の
こ
と
は
昭
王
四

一
年
で
あ
る
こ
と
、

③
告
臣
と
賊
死
の
多
書
に
正
の
字
が
諄
達
さ
れ
て
い
な
い
の
は
始
皇
以
前
の
も

の
で
奪
首
の
灸
書
と
同

一
時
期
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
④
遷
子
の
灸
書
中
の

「遷

蜀
辺
県
」
は
昭
王
の
晩
期
も
し
く
は
始
皇
の
ご
く
初
期
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を

挙
げ
、
治
獄
∧
灸
書
∨
の
年
代
を
昭
王
晩
期
と
始
皇
の
早
期
と
み
る
。
そ
し
て

以
上
の
考
察
か
ら
、
三
類
の
秦
の
法
律
文
書
の
年
代
は
早
晩
不
同
で
あ
る
が
下

限
は
始
皇
の
初
期
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
中
に
は
南
郡
守
騰
文
書
に
見
え
る
始
皇

二
〇
年
に
南
郡
守
騰
が
定
め
た
法
令
も
、
ま
た
六
国
統

一
後
の
始
皇
三
四
年
に

始
皇
帝
が
改
定
し
た
法
律
も
含
ま
な
い
と
い
う
。
①
の
竹
簡
秦
律
の
性
格
に
つ

い
て
は
、
四
人
組
時
代
に
発
表
さ
れ
た
諸
研
究
に
対
す
る
反
論
の
立
場
か
ら
、

秦
律
は
護
を
保
護
し
誰
に
反
対
す
る
も
の
で
あ

っ
た
か
と
い
う
点
を
主
に
し
て

性
格
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
刑
罰
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
自
由
身
分
の
庶

民
、
自
由
身
分
を
喪
失
し
た
奴
隷
と
刑
徒
、
下
級
官
吏
や
有
爵
者
の
三
者
で
、

中
で
も
秦
律
が
主
要
な
対
象
と
し
た
の
は
庶
民
、
そ
れ
に
奴
隷
と
刑
徒
で
あ

っ

た
。
ま
た
刑
罰
に
は
等
級
が
あ
り
、
奴
隷
と
刑
徒
が
最
も
重
く
、
庶
民
が
こ
れ

に
つ
づ
い
た
。
こ
れ
ら
二
者
に
比
べ
る
と
下
級
官
吏
な
ど
の
刑
罰
は
軽
く
、
し

か
も
刑
罰
そ
の
も
の
や
服
役
時
の
待
遇
な
ど
に
も
格
段
の
差
が
つ
け
ら
れ
て
い

た
と
す
る
。
最
後
の
Ｏ
竹
簡
秦
律
の
淵
源
で
あ
る
が
、　
配
口
書
』
刑
法
志
な
ど

に
よ
る
と
魏
の
李
怪
は
盗
、
賊
、
囚
、
捕
、
雑
、
具
の
六
篇
か
ら
な
る

『
法

経
』
を
著
わ
し
、
商
狭
は

『
法
経
』
に
も
と
づ
い
て
秦
の
律
を
つ
く

っ
た
と
い

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
∧
秦
律
∨
と

『
法
経
』
の
六
篇
と
を
比
較
し
て
み
る

と
、
司
空
は
困
い
補
盗
律
は
捕
に
近
い
と
み
ら
れ
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
両
者
は

合
致
せ
ず
、

『
法
経
』
の
最
初
に
お
か
れ
て
い
る
盗
や
賊
は
∧
秦
律
∨
で
は
律

名
は
勿
論
の
こ
と
関
連
の
條
文
さ
え
も
見
あ
た
ら
な
い
。
ま
た

『
法
経
』
六
篇

は
み
な
刑
罰
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
∧
秦
律
∨
は
官
府
の
管

理
制
度
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
と
い
う
相
違
が
あ
る
。　
こ
の
こ
と
は
∧
秦

律
∨
は

『
法
経
』
以
外
に
淵
源
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。　
一
方
∧
秦
律

説
∨
は
刑
罰
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は

『
法
経
』
と
性
格
は
似
て
い

る
。
ま
た
∧
秦
律
説
∨
で
條
文
の
最
も
多
い
の
は
盗
で
あ
り
、
賊
に
属
す
る
殺

人
や
う
人
の
ほ
か
誕
告
、
鞠
状
、
断
獄
も
多
く
、
囚
や
捕
に
属
す
る
も
の
も
少

な
く
は
な
い
。
し
か
し
∧
秦
律
説
∨
に
も

『
法
経
』
の
雑
律
は
見
え
ず
、
兵
に

つ
い
て
は
滅
罪
の
條
文
が
見
あ
た
ら
な
い
ほ
か
、

『
法
経
』
六
篇
以
外
の
も
の

が
少
な
か
ら
ず
収
め
ら
れ
て
お
り
、
∧
秦
律
説
∨
も
全
て

『
法
経
』
に
も
と
づ

く
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
商
数
の
法
は

『
法
経
』
に
も
と
づ
く
ほ
か
更
に
魏
を
は
じ
め
と
す
る
三
晋
や
斉
、
楚
な
ど
の

他
国
の
法
を
採
用
し
、
秦
の
過
去
、
現
在
の
成
文
、
不
成
文
の
法
を
も
掛
酌
し

て
修
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
商
狭
の
法
の
発
展
し
た
の
が
、
新
出
の
雲
夢

の
竹
簡
秦
律
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
秦
律
は
、
諸
国
の
法
を
集
大
成
し
不
断
に

繁
と
酷
と
広
に
向

っ
て
発
展
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
点
で
は
確
か
に
諸
国

ょ
り
も
進
ん
だ
も
の
で
は
あ

っ
て
も
、
決
し
て
秦
の
独
創
で
も
な
け
れ
ば
特
有

の
も
の
で
も
な
か
っ
た
と
結
論
す
る
。
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黄
盛
薄
氏
の
論
文
は
、
∧
秦
律
∨
∧
秦
律
説
∨
∧
灸
書
∨
の
各
分
析
表
の
ほ

か
戦
国
刑
法
淵
源
比
較
表
、
秦
律
刑
罰
表
な
ど
を
掲
載
し
て
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ

て
お
り
、
雲
夢
出
上
の
竹
簡
秦
律
の
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
評
価
し
得
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
細
部
に
つ
い
て
の
問

題
点
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
最
も
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
大
き
な
疑
間
を
抱
く
。

そ
れ
は
墓
中
か
ら
発
見
さ
れ
た

一
群
の
竹
簡
秦
律
を
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な

も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
か
。
端
的
に
い
え
ば
、
墓
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
竹
筒

秦
律
が
秦
律
の
す
べ
て
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
基
本
的
に
は
先
に
引
用
し
た

「釈
文
」
Ｃ
の
睡
虎

地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
の
考
え
方
に
賛
成
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
発
見
の
竹

簡
秦
律
は
秦
律
の

一
部
で
あ

っ
て
秦
律
の
す
べ
て
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で
あ

る
。
編
年
記
か
ら
も
切
ら
か
な
よ
う
に
、　
一
一
号
墓
の
墓
主
の
喜
は
楡
史
を
振

り
出
し
に
安
陸
□
史
、
安
陸
令
史
、
郡
令
史
、
治
獄
部
を
歴
任
し
て
い
る
。
令

史
は
書
記
で
あ
り
、
治
獄
は
県
の
獄
吏
、
獄
塚
史
と
同
じ
で
司
法
担
当
の
吏
で

あ
る
。
し
か
も
、
墓
主
は
二
八
歳
で
郡
の
治
獄
に
就
任
後
は
職
歴
が
記
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
、
お
そ
ら
く
死
ぬ
ま
で
約
二
四
年
間
こ
の
任
に
つ
い
て
い
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
墓
中
に
大
量
の
秦
律
関
係
の
竹
簡
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
の
も
、

彼
が
長
期
に
わ
た
っ
て
司
法
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た

筈
で
あ
る
。
し
か
し
墓
中
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
竹
簡
秦
律
は
、
秦
代
の
律
の
全

部
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
た
と
え
ば
秦
律

一
八
種
中
の
工
律
の

「
公

甲
兵
」
の
條
文
に

「，以
齊
律
責
之
」
と
あ
り
、
齊
律
の
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
竹
簡
秦
律
に
は
そ
の
律
文
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
な
お
、
平
罪
人
律
と
か
職
耳
不
当
之
律
、
敷
扇
不
備
之
律
な
ど

の
律
の
あ

っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
竹
簡
秦
律
以
外
に
も
秦
律
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
ま
た
、
墓
中
か

ら
発
見
さ
れ
た
竹
衝
秦
律
の
使
用
目
的
や
性
質
を
暗
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

竹
簡
秦
律
に
は
五
種
の
様
式
が
あ
っ
て

一
概
に
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

少
な
く
と
も
責
氏
が
∧
秦
律
∨
と
し
て
く
く
る
秦
律

一
八
種
、
数
律
、
秦
律
雑

抄
は
、
消
そ
ら
く
基
主
が
司
法
の
吏
と
し
て
秦
律
を
勉
強
し
た
り
或
は
職
務
を

遂
行
す
る
上
で
の
参
考
書
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
、
必
要
な
部
分
を
抜
き
書

き
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
中
に
は
墓
主
の

筆
写
し
た
も
の
が
当
然
あ

っ
た
筈
だ
と
考
え
て
い
る
。
責
盛
葦
氏
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
氏
の
竹

簡
秦
律
の
取
り
扱
い
か
た
を
み
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
を
抜
き
書
き
と
し
て
で
は
な

く
秦
律
と
し
て

一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
、
敢
え
て
い
え
ば
秦

律
の
す
べ
て
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
受
け
と
れ
る
。
た
と

え
ば
黄
氏
は
、
氏
の
い
わ
ゆ
る
∧
秦
律
∨

と
李
慨
の

『
法
経
』

六
篇
と
を
対

比
し
て
∧
秦
律
∨
に
見
え
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
∧
秦
律
∨
は

『
法
経
』
六
篇

の
う
ち
囚
と
捕
に
や
や
近
い
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
は
互
に
合
わ
な
い
と

し
て
両
者
の
間
に
関
係
の
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

を
竹
簡
秦
律
の

一
つ
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
∧
秦
律
∨
と

『法
経
』
と
を
対
比
し
た
場
合
、
黄
氏
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
∧
秦



律
∨
が
秦
代
の
律
の
す
べ
て
で
あ
る
な
ら
ば
、
両
者
の
相
違
は
確
か
に
大
き
な

意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
仮
に
∧
秦
律
∨
が
秦

代
の
律
文
の
抜
き
書
き
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
を
比
較
し
て
そ
の
相
違
を
強

調
す
る
こ
と
に
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て

そ
の
結
果
を
秦
律

一
般
に
お
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く

と
も
∧
秦
律
∨
に
見
え
な
い
と
し
て
す
む
よ
う
な
単
純
な
問
題
で
は
な
く
な
る

筈
で
あ
る
。
ま
た
竹
衛
秦
律
が
抜
き
書
き
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
す
れ
ば
、

黄
氏
の
い
う
竹
簡
秦
律
の
対
象
と
す
る
懲
罰
者
が
県
の
令
丞
以
下
で
あ
る
こ
と

も
理
解
し
得
る
し
、
秦
律

一
八
種
中
の
敷
の
律
と
敷
律
と
の
関
係
も
時
代
と
は

別
の
解
釈
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
竹
簡
秦
律
が
秦

律
の
抜
き
書
き
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
換
言
す
れ
ば
竹
簡
秦
律
は
秦
律
の
す
べ

て
で
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
竹
簡
秦
律
を
研
究
す
る
上
で
の
大
前
提
と
な
る
基

本
問
題
で
あ
る
。
竹
簡
秦
律
の
研
究
に
当

っ
て
は
、
何
よ
り
も
先
ず
墓
主
と
の

関
係
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
黄
氏
は
こ
の

点
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
く
、
竹
筒
秦
律
を
秦
律
の
す
べ
て
の
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
摩
し
が
見
う
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
疑
間
を
い
だ
か
ざ
る
を
得

な
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
単
に
黄
氏
の
み
に
か
ぎ
ら
ず
、
他
の
中
国
の
研
究

に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

な
お
雲
夢
出
上
の
竹
簡
秦
律
の
研
究
で
は
、
そ
の
ほ
か
最
新
の
も
の
に
黄
展

岳
氏
の

「
雲
夢
秦
律
簡
論
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
刑
法
制
度
を
中
心
に
訴
訟
、
量

刑
、
刑
の
等
級
、
刑
の
種
類
等
の
問
題
に
つ
い
て
詳
論
す
る
ほ
か
、
竹
衡
秦
律

の
中
に
多
く
見
え
る
隷
臣
妾
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
隷
臣
妾
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
高
恒
氏
と
高
敏
氏

（
同
氏
著
書
中
の

「
関
子
《
秦
律
》
中
的

″
隷

臣
妾
″
問
題
質
疑
し

に
専
論
が
あ
り
、
今
や
中
国
に
お
け
る
竹
簡
秦
律
研
究

の
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
文
献
で
は
、
隷
臣

妾
は

『
漢
書
』
刑
法
志
の
文
帝
の
改
律
の
と
こ
ろ
に
み
え
、
従
来
の
研
究
で
は

刑
期
に
つ
い
て
は
異
説
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
を
有
期
の
刑
徒
の

一
種
だ
と
す

る
点
で
は
共
通
に
理
解
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
両
高
氏
を
は
じ
め
黄
氏
の

三
氏
は
、
竹
簡
秦
律
を
資
料
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
隷
臣
妾
の
身
分
、
刑
徒
と
の

区
別
、
刑
期
の
有
無
、
生
活
待
遇
、
私
有
財
産
の
有
無
、
法
律
保
護
等
の
問
題

に
わ
た
っ
て
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
秦
の
隷
臣
妾
に
つ
い
て
は
、
高

厘
氏
は
無
期
の
刑
徒
で
官
奴
婢
的
身
分
の
も
の
と
み
る
の
に
対
し
て
、
黄
氏
は

終
身
服
役
の
官
奴
婢
で
あ

っ
て
も
刑
徒
で
は
な
い
と
主
張
し
、
高
敏
氏
も
終
身

服
役
の
奴
隷
身
分
に
近
い
も
の
で
刑
徒
で
は
な
い
と
み
る
。
ま
た
両
高
氏
は
い

ず
れ
も
漢
の
隷
臣
妾
を
刑
徒
と
し
て
理
解
す
る
の
に
対
し
て
、
黄
氏
は
秦
の
隷

臣
妾
は
漢
で
は
官
奴
婢
と
よ
ば
れ
、
漢
の
刑
徒
で
あ
る
隷
臣
妾
と
は
別
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
三
氏
の
間
に
は
た
が

い
に
見
解
の
相
違
点
が
あ
り
、
必
ず
し
も
意
見
の
一
致
は
み
て
い
な
い
。
隷
臣

妾
の
問
題
は
、
単
に
秦
律
の
み
な
ら
ず
漢
律
と
の
関
係
も
含
め
て
今
後
と
も
議

論
の
展
開
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

黄
盛
薄
氏
の
第
二
論
文
に
は
、
右
の
秦
律
の
ほ
か
に
為
吏
之
道
、
南
郡
守
騰

文
書
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
黄
氏
に
よ
れ
ば
、
為
吏
之
道
の
一
書
は
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六
種
か
ら
な
る
雑
抄
文
書
集
で
あ
る
と
み
る
。
す
な
わ
ち
、
①
最
初
の

「
・
凡

為
吏
之
道
」
か
ら

「
五
日
非
上
、
身
及
子
死
」
（写
真
版
で
第
三
二
簡
の
二
段
）

ま
で
は
、
官
吏
の
心
得
を
述
べ
た
も
の
で
為
吏
之
道
で
あ
る
。
②

「
・
戒
之
戒

之
、
財
不
可
帰
」
か
ら

「
慎
之

〔慎
之
〕
、
貨
不
可
帰
」
（
同
第
三
三
簡
の
二
段

か
ら
第
五
〇
簡
の
四
段
）
ま
で
は
、
い
か
に
政
治
を
行
う
か
を
述
べ
た
も
の
で

従
政
之
経
で
あ
る
。
③

「
・
凡
治
事
、
敢
為
固
」
か
ら

「聴
有
方
、
舞
短
長
、

困
造
之
士
久
不
陽
」

（
同
第

一
簡
の
五
段
か
ら
第

一
五
衝
の
五
段
）

ま
で
は
、

明
ら
か
に

一
篇
を
な
し
て
治
事
で
あ
る
。
④

「
・
十
五
年
閏
再
十
二
月
」
か
ら

「魏
戸
律
」
（
同
第

一
六
簡
の
五
段
か
ら
第
二

一
簡
の
五
段
）
ま
で
は
魏
戸
律
。

⑤

「
・
廿
五
年
閏
再
十
二
月
」
か
ら

「
魏
奔
命
律
」

（
同
第
二
二
簡
の
五
段
か

ら
第
二
八
簡
の
五
段
）
ま
で
は
魏
奔
命
律
で
あ
る
。
⑥
は
以
下
の

一
篇
で
式
説

苑
』
叢
談
中
の
口
舌
を
論
じ
た
部
分
と
似
て
お
り
、
仮
に
口
舌
と
よ
が
。
ま
た

③
の
治
事
の
句
と
韻
の
形
式
は

『
荀
子
』
の
成
相
篇
と
同
じ
く
、
当
時
民
間
で

流
行
し
た
相
の
曲
調
で
、
④
⑤
と
と
も
に
三
晋
の
作
品
で
あ
り
、
魏
律
を
除
く

ほ
か
は
儒
家
の
思
想
体
系
に
属
し
ｉ
始
皇
時
代
に
抄
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
南
郡
守
騰
文
書
は

「告
県
道
香
夫
」
文
書
と

「
移
書
曹
」
文
書
の

二
つ
の
文
書
か
ら
な
る
。
両
文
書
は
別
人
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
時
間
に
も
前

後
が
あ
り
、
内
容
も
同
じ
で
は
な
い
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
南
郡
守
が
、
日
常
の
行
政
活
動
の

一
環
と
し
て
秦
の
政
令
の
徹

底
と
統
治
を
強
固
に
す
る
た
め
に
所
轄
に
発
し
た
公
文
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

南
郡
守
騰
文
書
の
前
段
と
後
段
で
筆
跡
が
異
な
る
と
す
る
以
外
は
、

「
釈
文
」

Ｃ
の
整
理
小
組
の
理
解
と
だ
い
た
い
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。

以
上
、
黄
盛
薄
氏
の
論
文
を
中
心
に
中
国
に
お
け
る
雲
夢
秦
簡
の
研
究
を
み

て
き
た
。
黄
氏
の
ほ
か
に
も
取
り
上
げ
る
べ
き
研
究
は
あ
り
、
な
か
で
も
高
敏

氏
の
著
書
の
諸
篇
は
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
に

一
部
を
紹
介
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
は
な
は
だ
粗
雑
な
取
り
上
げ
方
で
は

あ

っ
た
が
、
雲
夢
秦
簡
に
つ
い
て
の
中
国
の
お
よ
そ
の
研
究
傾
向
と
研
究
成
果

の
あ
ら
ま
し
は
察
知
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
雲
夢
秦
簡
は
、
秦

簡
と
し
て
最
初
の
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
今
ま
で
ほ
と
ん

ど
未
知
の
分
野
で
あ

っ
た
秦
律
関
係
の
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に

研
究
者
の
大
き
な
関
心
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
研
究
と
な
る
と
、

相
当
の
難
物
で
あ
る
。
と
り
わ
け
関
心
の
た
か
い
秦
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ

の
感
じ
が
つ
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
が
入
手
し
得
る
中
国

の
専
門
誌
を
見
る
か
ぎ
り
、
当
然
発
言
の
あ

っ
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
研
究
者

に
し
て
、
い
ま
だ
発
言
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。

た
だ
中
国
で
も
、
研
究
は
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
に
期

待
し
て
筆
を
招
く
こ
と
に
す
る
。

注ω
　
中
国
に
お
け
る
簡
積
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
庭
脩
氏
の

「中
国
簡
贖
研
究

の
現
状
」
（木
簡
研
究
　
創
刊
号
、　
一
九
七
九
年
）

に
掲
載
さ
れ
た
省
別
簡
贖
出
土

表
を
か
照
さ
れ
た
い
。

②
　
大
庭
脩

「
雲
夢
出
土
竹
書
秦
律
の
研
究
」
（
関
西
大
学
文
学
論
集
　
一一七
十

一
、

一
九
七
七
年
）
を
参
照
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

九
八
〇
年
七
月
末
日
脱
稿
）


